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データ利活用の階層
階層１
非制限公開を基本とする
学術利用

階層２
制限共有あるいは制限公開

階層３
臨床情報
公開が一般に困難

メタボローム、トランスクリプトーム、プロテオーム等
データ形式やメタデータを整理の上、提供

（学術研究例外としての活用）

新規の開発計画が必要
-多様なデータを標準化
-データ利活用の基盤技術
を開発

機能ゲノムデータベース
=基礎研究から各階層データに

付加価値を与える

その他

バイオ
バンク等

)

バイオ
バンク等

個別の
研究課題

バイオ
バンク等

個別の
研究課題

個別の
研究課題

現在の
CANNDs
開発計画

・横断検索

・データを扱う
場の提供

（計算環境）

既存バンク等はナ
ショナル・データ
ベースとデータを共
有、かつ自前でも解
析、成果発信。

情報サービスを提供
しない個別研究課題
は中央データベース
への登録が必須。

ゲノムを中心とする
中央

データベース
基本４情報

(年齢・性別・
居住域・ICD-10/11)
とVCFは必須

バイオ
バンク等

個別の
研究課題

個別の
研究課題

分散

集約

自由な発想

各階層を
またいだ利活用

基礎研究への広い利活用

連携した利活用

臨床研究と患者還元

新規モダリティーデータ
（非配列データ）
の登場を契機に 将来のあるべき姿

健康・医療分野の
データを統合して

提供

健康・医療分野の
研究から生み出さ
れるデータと臨床
情報を紐づけ一体

的に運用
（法体系整理を含
め、要検討）
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